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 各観測所の最新の機器状況をWWWページ上に集約し、連携事業参加者

向けに限定公開している (図2, 3)。

→ 観測PIが観測に使用可能な望遠鏡・観測装置を把握し迅速かつ的確

な観測指示を出すことができる。

 各観測所の代表者がweb ブラウザ上から情報を記入・変更する(図4)

→ 情報更新が容易である。一方で、更新が観測所代表者の自主性に任

されており、滞りがちになることがある。常に最新の情報を維持する

ために、代表者に対する定期的な注意喚起を要している。

 開発環境: XHTML1.0+CGI (Ruby)

0. Introduction

 OISTER観測企画運営委員会「環

境整備班」では、多地点連携観測

を円滑に遂行するため、次のよう

な環境・機器の整備を行った。

1. 望遠鏡・観測装置最新状況一

覧WWW ページの作成・運用

2. 観測補助情報の整備 (観測所

連絡先一覧、望遠鏡指向可能高

度一覧など)

3. スカイモニターの追加配備

1. 望遠鏡・観測装置最新状況一覧 WWW ページ

 光赤外線大学間連携事業(OISTER)では、多地点(観測所15箇

所・光赤外線望遠鏡16台)を連携させた突発天体・変動天体観測

を実施している(図1)。

 突発天体・変動天体観測は、事前に観測研究提案を提出し認めら

れた観測PI(及び共同研究者)が天体現象の発生に応じて各観測所

に観測指示を送り、それに応じて各観測所が観測対応することで

実施される。

 多地点を連携させた観測を迅速かつ円滑な遂行するには、

 観測PIが各観測所の最新の天候・機器状況を常に把握する

 それに応じて各観測所の役割分担(波長帯・観測モードなど)

を決定し、迅速かつ的確な観測指示を送る

ことが必要である。

2. 観測補助情報の整備 3. スカイモニターの追加配備

 各観測所の天候の把握には、全

天を広角デジタルカメラで撮影

するスカイモニターシステムが

有効である。

 スカイモニターシステムが整備

されていない観測所に対して増

備を進めている。

 岡山天体物理観測所(国立天文

台)、東広島天文台(広島大学)で

開発・運用実績のあるスカイモ

ニターシステムをベースとして、

北海道大学附属天文台、明野観

測所(東京工業大学)にスカイモ

ニターシステムを新たに製作し

運用を開始した (図7)。 図7: 新規設置したスカイモニターシステム。
(左)北大附属天文台、(右)明野観測所

南アフリカ

チリ

 多地点連携観測を円滑に実施する上で必要となる

各種情報を、WWWページやWikiページに集約し、

事業参加者に向けて限定公開している。

 観測PI・各観測所間の相互連絡時に必要とな

る、各観測所の連絡先情報(電話番号、Skype、

TV会議、代表者携帯電話番号など) (図5)

 望遠鏡ごとの指向可能高度一覧 (図6)

 望遠鏡・観測装置仕様の一覧 など

図1: OISTERに参加している望遠鏡群

図5: 各観測所の連
絡先情報の一覧

図6: 望遠鏡ごとの指向
可能高度の情報一覧

図2: 各日の望遠鏡・装置最新情報一覧

図3: 望遠鏡・装置状態のカレンダー形式による一覧

図4: 望遠鏡・装置状況の編集画面
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情報が最後に更新された日付。入
力内容に変化がない場合でも、こ
まめにこのタイムスタンプを更新
して情報が最新であることを示す
ように推奨している。2週間情報更

新がないと赤字で表示される。

その日の特別な事情
(観望会で観測でき
ない時間帯、観測機
器の補足情報など)

その日に観測対応
ができるかどうか
の大まかな指標

使用可能な
観測装置

観測所・望遠鏡
ごと特有の状況
について記載

表示する望遠鏡、情
報区分、期間を選択

可能

スカイモニターへ
のリンク

日付のクリックで、
各日ごとの一覧ペー

ジ(図2)に移行

Web上のフォー
ムから情報を記
入・修正可能

CSVファイル
のアップロー
ドでも情報更

新可能

同じ状況が一定期
間続く場合は、一
括での更新が可能

情報編集ページに移
行(要パスワード)

カレンダー
形式(図3)
での表示に

移行


